
大阪歯科保険医新聞 （第三種郵便物認可） ２０２１年１２月５日（５、15、25日発行） （２）

お問い合わせは共済部（℡06‒6568‒7438）まで

医療法で定められた「医療安全
管理体制の確保」に必要な要件
を解説し、各種指針や報告書の
作成事例を網羅。定価：2,500円

北大阪地区

新
型
コ
ロ
ナ
の
現
状
を
学
習

医
科
・
井
上
副
理
事
長
が
講
演

医
療
安
全
管
理
対
策
の
基
礎
知
識

（
２
０
２
１
年
８
月
改
訂
版
）

産学連携と社会貢献歯学研究が開く ⑨歯科のの未来

セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
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属　

イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
・
デ

ン
テ
ィ
ス
ト
リ
ー
推
進
セ
ン
タ

ー影
響
す
る
日
本
財
政

　

日
本
の
財
政
は
苦
し
く
、
国
か

ら
大
学
に
入
る
「
運
営
費
交
付

金
」
と
い
う
お
金
も
10
年
前
に
比

べ
る
と
約
25
％
減
額
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
「
研
究
」
や
「
臨

床
」
だ
け
で
は
ダ
メ
で
、「
研
究

技
術
」
や
「
臨
床
ニ
ー
ズ
」
か
ら

生
ま
れ
る
「
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ

ー
」、
ま
た
特
許
に
よ
る
ラ
イ
セ

ン
ス
（
特
許
の
権
利
を
企
業
に
渡

し
て
お
金
を
も
ら
う
）
を
含
め
た

「
産
学
連
携
」
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
積
極
的
な
「
社

会
貢
献
」
も
大
学
に
は
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
対
応
と
し
て
、

２
０
１
８
年
歯
学
研
究
科
で
新
設

さ
れ
た
の
が
「
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ

・
デ
ン
テ
ィ
ス
ト
リ
ー
戦
略

室
」、
現
在
の
「
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ

ブ
・
デ
ン
テ
ィ
ス
ト
リ
ー
推
進
セ

ン
タ
ー
」
で
す
。

不
慣
れ
な
特
許

　

私
を
含
め
て
昭
和
の
大
学
人

は
、
臨
床
す
る
こ
と
、
ま
た
論
文

を
書
く
こ
と
、
教
育
を
す
る
こ
と

だ
け
に
な
り
が
ち
で
す
。
し
か
し

令
和
の
大
学
人
は
ラ
イ
セ
ン
ス
の

た
め
に
「
特
許
」
つ
い
て
も
理
解

す
る
必
要
が
あ
り
、
医
学
部
や
工

学
部
に
負
け
な
い
よ
う
に
現
在
、

阪
大
歯
学
部
で
は
講
習
会
を
行
っ

て
知
識
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

社
会
貢
献
も

　

最
後
に
「
社
会
貢
献
」
の
話
で

す
。
現
在
、
我
々
は
12
／
23
ま
で

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
し

て
い
ま
す
。
販
売
見
込
数
か
ら
民

間
企
業
で
は
商
品
化
が
難
し
く
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
至

り
ま
し
た
。
内
容
は
歯
科
界
全
体

の
課
題
と
し
て
と
ら
え
、「
視
覚

障
害
の
あ
る
患
者
さ
ん
に
も
健
口

を
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
触
れ

る
歯
の
模
型
」
を
作
製
し
、
全
国

１
２
０
カ
所
に
無
償
配
布
し
ま

す
。
Ｔ
Ｂ
Ｉ
で
は
通
常
、
手
鏡
を

渡
し
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

視
覚
障
害
が
あ
る
と
出
来
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
裏
面
の
磁
石
で
患

者
さ
ん
ご
と
に
異
な
る
歯
並
び
に

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
、
触
っ

て
わ
か
る
８
倍
大
の
「
歯
の
模

型
」
を
作
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ

れ
を
子
ど
も
の
頃
は
「
う
蝕
」、

ま
た
大
人
で
は
「
歯
周
病
」
の
予

防
が
で
き
る
よ
う
に
、
全
国
約
70

あ
る
盲
学
校
、
ま
た
全
国
29
あ
る

歯
科
大
学
病
院
の
障
害
者
歯
科
な

ど
へ
無
償
配
布
し
ま
す
。
そ
し

て
、
成
人
し
た
視
覚
障
害
者
が
希

望
す
れ
ば
「
か
か
り
つ
け
歯
科
医

院
」
へ
の
通
院
前
に
貸
出
で
き
る

仕
組
み
作
り
に
も
挑
戦
し
ま
す
。

ご
支
援
賜
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

「歯模型」を英字で検索「歯模型」を英字で検索

hamokei

　

北
大
阪
地
区
は
11
月
20

日
、
会
員
交
流
会
を
開
催

し
、
11
人
が
参
加
し
た
。
大

阪
府
保
険
医
協
会
副
理
事
長

の
医
師
の
井
上
美
佐
氏
（
内

科
、
北
原
医
院
院
長
）
が
、

　

歯
科
医
院
で
は
毎
日
の
よ

う
に
デ
ン
タ
ル
や
パ
ノ
ラ
マ

あ
る
い
は
Ｃ
Ｔ
を
撮
影
し
て

い
る
。
私
の
診
療
所
も
数
年

前
に
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ

ル
に
装
置
を
変
更
し
た
。
そ

の
際
に
は
、
取
り
扱
い
に
関

す
る
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
改

め
て
確
認
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
を
変

更
し
た
と
き
は
、
専
門
業
者

に
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
の
漏
洩
検

査
を
し
て
も
ら
い
、
保
健
所

へ
の
変
更
届
の
提
出
義
務
が

あ
る
。
保
健
所
は
書
類
提
出

後
す
ぐ
に
来
院
し
（
私
の
場

合
提
出
し
た
翌
日
だ
っ
た
）
、

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
す
る
。

　

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
、

▽
放
射
線
線
量
計
が
あ
る
か

▽
防
護
衣
が
あ
る
か
等
だ
。

線
量
計
・
防
護
衣
と
も
に
業

者
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
準
備
し

て
あ
っ
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
室

の
法
定
測
定
の
規
則
に
つ
い

て
は
、
半
年
に
１
回
の
実
施

が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
注

意
が
必
要
だ
。
医
療
法
で

は
、
６
カ
月
に
１
度
測
定

し
、
そ
の
記
録
を
５
年
間
保

存
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
の
ボ
タ
ン
を
押
せ

る
の
は
医
師
、
歯
科
医
師
、

診
療
放
射
線
技
師
に
限
ら
れ

て
い
る
。
歯
科
助
手
に
レ
ン

ト
ゲ
ン
を
撮
影
さ
せ
て
い
た

歯
科
医
師
が
医
療
法
違
反
で

逮
捕
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
は
珍

し
く
な
い
。
そ
し
て
、
年
１

回
は
医
療
放
射
線
の
研
修
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
歯

科
医
療
に
身
近
な
放
射
線
機

器
だ
け
に
、
そ
の
取
り
扱
い

ル
ー
ル
を
遵
守
し
た
い
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
は
？
」
と
題
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

井
上
氏
は
歯
周
病
と
コ
ロ

ナ
感
染
症
と
の
関
係
に
つ
い

て
、
歯
周
病
菌
に
よ
っ
て
口

腔
粘
膜
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と

で
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
や
す

く
な
り
、
血
液
を
介
し
て
全

身
に
拡
が
る
こ
と
、
サ
イ
ト

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
の
状
況
や

治
療
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
井
上

氏

カ
イ
ン
ス
ト
ー
ム
や
血
栓
症

の
ト
リ
ガ
ー
に
な
る
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
、「
歯
周
病
は

重
症
化
の
要
因
と
な
る
」
と

強
調
し
た
。

　

歯
科
医
院
で
は
ク
ラ
ス
タ

ー
が
起
こ
っ
て
い
な
い
理
由

に
つ
い
て
、
▽
予
約
制
で
待

合
室
の
密
が
作
ら
れ
に
く

い
、
▽
も
と
も
と
感
染
対
策

が
習
慣
化
し
て
い
る
、
▽
う

が
い
後
30
分
は
ウ
イ
ル
ス
が

減
少
す
る
た
め
、
処
置
の
前

後
に
う
が
い
を
さ
せ
る
こ
と

が
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
―

―
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
井
上
氏
は
、

日
本
で
は
感
染
者
数
が
落
ち

着
い
て
い
る
が
、
こ
の
間
の

経
過
を
見
て
い
る
と
、
緊
急

事
態
宣
言
に
関
わ
り
な
く
４

カ
月
ご
と
に
感
染
者
数
の
増

加
と
減
少
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
と
指
摘
。
年
明
け
１
、
２

月
頃
に
注
意
が
必
要
だ
が
、

「
最
終
的
に
は
新
型
コ
ロ
ナ

は
５
番
目
の
風
邪
の
一
種
に

落
ち
着
い
て
い
く
だ
ろ
う
。

専
門
家
が
言
っ
て
い
る
よ
う

に
、
そ
れ
に
は
２
〜
３
年
が

見
込
ま
れ
る
」
と
語
っ
た
。

 

（
箕
面
市
・
久
保
隆
夫
）

休 業 保 障
①最長730日の長期保障！
②掛金が満期まで変わりません！
③掛け捨てではありません！
④自宅療養、代診をおいても給付！
⑤再発や後遺症にも何度でも給付！
⑥所得補償保険との重複受給ＯＫ！

【加入日】
　2022年４月１日
【加入申込資格】
① 告知日現在健康で１つの主たる医
療機関等で週４日以上かつ週16日
時間以上で業務に従事している。

② 59歳（昭和37年10月２日以降生ま
れ）までの保険医協会会員で、約
款に同意できる保険医。

締切迫る！！
申込締切：12月31日

傷病により30日間休業した場合●給付例（傷病休業給付金）
８口加入 ５口加入 ３口加入

自宅休業
の場合 144万円 90万円 54万円
入院休業
の場合 192万円120万円 72万円
※所定の給付要件・免責期間（５日間）があります

例
え
ば
、
８
口
加
入
で　

７
３
０
日
入
院
し
た
場
合

給付金額
3,200万円
500日入院休業の場合

連続休業して

1,104万円追加
給付

230日入院休業の場合

保険診療保険診療

知知っとくっとく！！
なっなっ得得！！

エックス線・医療放射線の安全管理

健康保険法改正

天野敦雄　著

22年１月から

傷病手当金の
支給期間通算化

長生きしたい人は　
歯周病を治しなさい本 棚本 棚

届出、定期的測定等　ルール確認を

　健康保険法の改正を受

け、業務外の事由による

病気やケガの療養のため

の休業に対して支払われ

る「傷病手当金」の支給

期間が変更となる。2022

年１月１日以降は、支給

期間を通算して、１年６

カ月を経過した時点まで

支給される。

　これまでは支給を開始

した日から最長１年６カ

月であり、〝復職期間〟

も含まれるため、１年６

カ月経過後に傷病が再発

した場合、休業期間中に

十分な保障を受けられな

いケースが少なくなかっ

た。

　予防歯科や歯周病を専門
とする著者の天野敦雄教授
（大阪大学大学院予防歯科
学教室）は、マスコミにも
登場しコロナ禍での口腔ケ
アの重要性を訴えてきた。
その天野氏が一般読者へ
「歯周病」との向き合い方
を解説した。
　歯周病は10～19歳の若
年者でも４人に１人が感染
する「国民病」「生活習慣
病」だとして、感染のメカ

ニズムや口臭・全身疾患との関わり、予防・治
療の重要性を紹介。歯周病とコロナの関係で
は、歯周病の人は新型コロナに感染しやすくな
るだけでなく悪化しやすいとする研究結果を紹
介し、「コロナ禍であっても歯科への受診は控
えるのではなく、むしろ奨励する方が感染を予
防し、重症化のリスクを下げられると考えられ
ている」と語る。 （文春新書・800円＋税）


